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表紙の建築   「箕面滝道の橋本亭」 2020年
第40回 大阪都市景観建築賞 大阪府知事賞 受賞作品
設計：アルファ建築設計事務所
施工：一宇工業
撮影：砂田政樹 表紙・＊1、奥田慎二郎＊2

明治情緒溢れるたたずまいで箕面滝道の賑わいを担っていた橋本亭は
平成28年の自然災害により損壊し全面撤去が決定。しかし100年以上に
わたり親しまれ再築を望む声も多かったことから、市は復元を計画。景観
の再現、部材の再利用など歴史を受け継ぎつつ、川床デッキを設けるな
ど新たな交流空間を創造し、令和時代の橋本亭に新たな使命を宿した。
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4 Gallery 建築作品紹介
 「京都産業大学 天地館」
 設計：日建設計
 施工：フジタ

 「淡路島さくらの家」
 設計：井上久実設計室
 施工：淡路工舎

 「NUDE HOUSE prototype」
 設計：松下建築設計 一級建築士事務所
 施工：尾上工務店
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12 インフォメーション・事業案内

14 記憶の建築
 「東京文化会館」 1961年
 還暦を迎えた音楽の殿堂の今 / 松隈 洋

大阪ここちエエ
写真  田籠哲也　文  牧野隆義

今回は、大阪市浪速区恵比須にある今宮戎神社をと
りあげる。その創建は西暦600年にまで遡り、推古
天皇の御代に聖徳太子が四天王寺の建立に当たり、
西方の守護神として尊崇せられたのが始まりと伝え
られている。時代を経て大阪の町は商業の町として
発展を遂げ、いつしか繁栄を祈念する神として信仰
された。江戸期になると大阪は商業の町としてより一
層繁栄し、神社も大阪の商業を護る神として篤く崇
敬されるようになり、この頃から十日戎の祭礼も賑わ
いをみせ始めた。例年では、十日戎の祭礼で凡そ100

万人の参詣者で賑わう。賑わいは違えど願いは一緒
で、商売繁盛の契機にしたい。



4 建築人 2022.02

Gallery



5建築人 2022.02

京都産業大学 天地館 設計：日建設計
施工：フジタ

風致地区のキャンパスにおけるマスタープランに基づく逐次建替え計画の
一環で、購買や学生ラウンジを有する教室棟の計画である。キャンパス高台
からの良好な眺望を享受しながら山並みにスカイラインを合わせてセット
バックする段状テラスと、4階床レベルで既存棟との間に架け渡した大屋根
下の広場により、屋内外に大小様々な学生の居場所を計画し、学生活動の
拠点となるパブリックスペースを創出した。既存樹木を活かしながら教室を
配置することにより、緑に包まれた眺望豊かな学習空間を実現している。屋
根はプレキャストコンクリートとガラスにより形成し、雨や夏の強い陽射し
を遮りつつも自然光を間接的に採りこみ、全天候型の広場空間として、学園
祭等での活用も想定している。学生にとって居心地の良い学習空間となり、
キャンパスで学ぶ意欲が高まる学び舎となれば幸いである。　 （若江直生）

京都府京都市
学校
2021.09
SRC造、RC造
S造
地上4階
259,105.03㎡
3,055.90㎡
6,911.90㎡
東出写真事務所
PRIZE★
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Gallery 淡路島さくらの家 設計：井上久実設計室
施工：淡路工舎

計画地は、淡路島東海岸の生穂漁港の近く、急な坂道の先に現れます。
南に大阪湾を望み、北に緑深い山をかかえるこの地に、スポーツ医学を専
門とする医師の診療所兼住宅を計画しました。自然と共に暮らす静かな住
まいであると同時に、風、虫・獣害などの自然の脅威への配慮が求められま
した。住居、診療所、浴室の高さの異なる3つのボリュームそれぞれがリニ
アに伸びる”縁側”を介して繋がります。“縁側”は、暮らしの中で各ボリュー
ムをつなぐ“動線”だけではなく、自然を感じる“ルーム”と位置付けました。
縁側の外部面に、蚊帳として可動式の網メッシュを張り、虫の防御と通風
を両立させ、眺望を確保しています。やがてスポーツの場が提供され、地域
の活性化に繋がる。この計画が、そのキッカケとなる事を期待しています。

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

兵庫県淡路市
1戸建て住宅
2021.12
木造
地上2階建て
664.66㎡
149.98㎡
148.15㎡
冨田英次
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Gallery NUDE HOUSE prototype 設計：松下建築設計 一級建築士事務所
施工：尾上工務店

丸裸の家である。床壁天井の中と電気水道ガスの配線配管が丸見えで
ある。それは地震・豪雨等の災害後または経年変化または将来の法律
改正に伴う構造の耐震改修等に最小限の費用で誰もが簡単に更新で
きる家が必要と考えたからである。一般に災害・改修時に床壁天井を一
度取り壊す等で経済的負担が増し結局改修できない例もある。そこで
床下・壁内・天井裏をなくして構造体・配管配線を露出させ丸裸にして
隠し事のない家にしようと考えた。露出した柱梁は構造用合板を直接
張れて構造補強が簡単で経済的である。この家は一般の人のための経
済的で手間なく更新して持続していくことを実現するSDGs時代の完成
しない成長する建物である。（グッドデザイン賞2021受賞）   （松下一樹）

大阪府
戸建て住宅
2015.07
木造軸組工法
地上2階
147.94㎡
50.13㎡
88.42㎡
多田ユウコ
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Gallery 山芦屋の家 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：笠谷工務店

本敷地は芦屋川沿いの閑静な住宅外に位置しており、敷地内に昭和2
年に建てられた近代化遺産の蔵があり、当初よりこれを取り壊さずに
活かして住まう計画であった。敷地全体が築地塀の風合いで囲まれ一
定のプライバシーが確保されていることから、通常では困難な大胆な
開放性を持つ建物とし、お子様やご家族がいつも庭や自然と繋がって
いられるようなプランが実現された。新築される母屋はモダンで軽快
感のあるデザインとし、およそ100年前に建てられた蔵との重量感の対
比、建築年代の差異が引き立つ。敷地の入口は市内にある滴翆美術館
を彷彿させる幾何学模様の門扉と、ライト設計の迎賓館と同じ大谷石
張りの塀など、地域に根差した意匠の流れを汲んだ。

兵庫県芦屋市
専用住宅
2021.02
母屋  S造平屋
車庫棟･蔵

RC造2階建
1,075.99㎡
1,074.01㎡
444.80㎡
下村康典

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真
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刊行物案内と保険制度
>「保険制度」のご案内
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動静レポート

会長動静

12/28 日本設計関西支社長と面談
1/ 4 日刊建設工業新聞社賀詞交歓会
1/ 7 全日本不動産協会大阪府本部長来訪
1/10 総合資格学院合格祝賀会
1/11 大阪府収用委員会
1/12 全日本不動産協会万博検討会
1/14 運営部門会議
1/19 理事会、正副会長会議
1/20 日本建築士会連合会理事会
1/21 近畿会長会議

 近畿建築士会協議会

1月度　理事会報告

（1） 入退会の承認
（人） 12月 入会 退会等
正 会 員 2,420 5 10

準 会 員 38 0 0

特準会員 27 0 0

賛助会員 141 3 0

計 2,626 8 10

（2） 会計報告
（円） 12月計 累計
収入 14,565,838 108,348,154

支出 16,153,864 101,423,404

差引 △ 1,588,026 6,924,750
上表の当期経常増減明細を承認した。

（3） 本年度収支の決算見込み
本会の現時点での年度末決算を試算し、
約 190万円の赤字見込みを報告しました。
昨年から続く新型コロナ禍の影響で、研
修会や見学会等の延期や受講者数が制限
されたことの影響は大きく、研修形態を
Web仕様へ移行する工夫を重ねています
が予算に対する収支規模及び収支差引と
もに低迷しています。
定期講習、既存住宅状況調査技術者更新
講習などの受託事業は感染防止対策のう
えで実施していますが対象受講者の減少
が影響しています。一方で空家撤去業務
やマンション支援アドバイザー業務は予
算を上回り、かつ社会貢献活動としても

評価されています。
申請受付中の建築士登録業務は、登録時
に実務経歴が必要になり、これまでの合
格者＝登録者に限らないことから登録者
数に不確定要素があります。
これから年度末まで事業の回復や支出を
緊縮して赤字決算の回避を怠らないこと
としました。

（4） IT部門による電子建築士会を目指すた
めの役員・委員向けアンケート結果を速
報し、具体的かつ積極的な意見や提案を
受け、ITを活用した今後の活動の在り方
や事務局の改善に向けて具現化を図りま
す。会長から本会のデジタル化は最優先
かつ最重要な取り組みとしました。

（5） クラウドファンディングは、目標額
45万円に対し、現在の支援総額 181千円
を報告しました。金額の達成も含めて何
人が協力したかも重要な要素としました。
また、クラウドファンディングの関心は
高く SNSを駆使して本活動の周知を高め
るようこれからも進めてまいります。

（6） 1月29日の近畿建築祭「兵庫大会」は、
コロナ禍で中止が決定されました。

令和 4年度定時総会の 70周年記念講演
講師は香山壽夫氏に決定

5月 18日の総会
の 70 周年記念
講演の講師に香
山壽夫氏（写真）
から快諾いただ
き決定いたしま
した。
氏は 1937年生れで、東京大学名誉教授・
香山研究所会長です。
略歴は、1960年東京大学工学部建築学科
を卒業後、1965年にペンシルバニア大学
大学院を修了され、アメリカやイギリス
で設計に従事され、1972年に設計組織香
山アトリエを設立、東京大学工学部教授
をはじめ他大学の教授を歴任され、現在
に至ります。
代表作には、ロームシアター京都、東京

大学伊藤センター、熊野本宮館、聖学院
大学礼拝堂、函館トラピスチヌ旅人の聖
堂、彩の国さいたま芸術劇場などがあり、
2021年の日本建築学会大賞をはじめ、日
本芸術院賞、村野藤吾建築賞など多くの
賞を受賞されています。
なお、定時総会のご案内は、4月及び 5月
号の建築人に同封します。

被災建築物応急危険度判定連絡訓練

1月 17日に、府建築防災課による標記連
絡訓練が実施され、本会も府と協定締結
していることから参加しました。
南海トラフ巨大地震が午前 9時 30分に発
生したと想定し、府と市町村による状況
調査を経て、応急危険度判定士の派遣要
請が建築 4団体に発出されました。
本会では、新規導入したMicrosoft Forms
によるアンケートを登録判定士へ配信し、
128名（派遣対応可 110名、不可 18名）
の回答を府へ報告いたしました。今後も
継続的に訓練を行い災害発生に備えます。

枚方市災害対策本部訓練（図上訓練）に
見学参加

1月 14日に枚方市役所で災害対策本部訓
練（図上訓練）が実施され、本会は市と
避難所の応急危険度判定に関する協定を
締結していることから見学参加しました。
「コロナ蔓延下での水災害を対象とした訓
練を実施し、水害タイムラインに基づく
実施要項を確認するとともに、浸水想定
区域内住民の避難に係る具体的要領等に
ついて検討し、水災害に対する市の災害
対応能力向上を図る」ことを目的として
市役所内に災害対策本部と本部事務局が
設置されていました。
そこでは、TV会議システムを活用しなが
ら、避難行動要支援者名簿システムの運
用についての訓練等が行われ、コロナ陽
性者及び濃厚接触者の受け入れについて
も意見交換されました。
市担当者と本会を含めた協定締結事業者
の意見交換を行い、事業者同士の連携体
制を整える提案もありました。

本会は運営、研修、事業、建築表彰、建築情報、社会貢献の6つの部門により活動しています。
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お目にかかり、快く見学を承諾くださいまし
た。社長小城様と設計者Morizo内田利惠子
様は残念ながら当日ご都合がつきませんでし
たが、事前に気を配ってくださり、当日は施工
担当の㈱鳥羽瀬社寺建築の日隈慶様、北岡
圭三様に現場をご案内いただきました。
関係者皆様のこころ配りとご協力に支えられ
て、大変貴重な体験をさせていただくことが
できました。ここに御礼申し上げます。

「聖徳太子と四天王寺」講演会　第一回 ～四天王寺の歴史と信仰の広がり～
日程：令和3年12月16日（木）
会場：大阪府建築士会 東会議室
参加者：28名

愛珠幼稚園・小城製薬株式会社本社社屋見学会
日程：令和3年12月11日（土）
会場：愛珠幼稚園・小城製薬株式会社本社
参加者：30名

竹田敦子（理事）

所　千夏（理事・ヘリテージ委員会委員長）

拠り所となっている四天王寺の存在をあらた
めて認識いたしました。
一本講師のやさしい語り口でのお話に引き
込まれたあっという間の90分であり、ご講演
のあとは心に温かいものが残りました。
来る3月15日の第二回目と5月19日の第三回
目は、四天王寺に場所を移し、講演会に併せ
て境内の建物と宝物の数 を々ご案内いただく
予定です。是非、ご参加ください。

事業部門シニアサロンでは、聖徳太子千四百
年御聖忌に寄せて、大阪市民に愛され続け
てきた聖徳太子と四天王寺の歴史を三回シ
リーズで企画し、このたび第一回目を開催い
たしました。
一本崇之氏（四天王寺勧学部文化財係主任・
学芸員）を講師にお迎えし、聖徳太子の偉業
や仏教美術のお話のほか、四天王寺の歴史
や建物の変遷をはじめ四天王寺と法隆寺の
瓦のことまでお話が広がりました。
これまで学校の授業や漠然と耳にしてきた
聖徳太子の功績と伝説の知識はありました
が、日本の社会福祉の先駆けとなった「四箇
院（しかいん）の制」があったことを初めて知
りました。
四箇院とは、寺本体の仏法修行の道場の敬
田院（きょうでんいん）、薬局の施薬院（せや
くいん）、病人や身寄りのない老人のための福

コロナ禍の中、文化庁地域文化財総合活用
推進事業の補助を受けて開催した第9期大
阪府ヘリテージマネージャー育成講座は全
課程を無事終了いたしました。
育成講座は、演習を除き、主として座学で構
成されています。座学ばかりでは歴史的建造
物の空間や周囲のまちなみを充分味わえな
いと考え、講座開始前の午前中を利用し、オ
プション見学会を合計4回企画しました。
表題の見学会は、第8回講座に講師をしてく
ださった㈱鳥羽瀬社寺建築の鳥羽瀬公二先
生にご紹介いただき、昨年12月、㈱鳥羽瀬社
寺建築が再生・修復にかかわる、愛珠幼稚園
と小城製薬株式会社本社社屋を、今回の企
画趣旨に賛同いただいて特別に見学させて
いただいたものです。
愛珠幼稚園は現存する最古の幼稚園園舎
で、重要文化財に指定されています。平成26

祉施設の悲田院（ひでんいん）、病院の療病院
（りょうびょういん）の4つの役割に分かれて
います。千年以上前に弱者救済の制度がな
されていたことには驚きです。
また、四天王寺の西門（極楽門）から極楽浄
土の東門までは一直線に繋がり、春秋のお彼
岸には西門の外にある石鳥居の真ん中を夕
日が通ってくるという、自然を取り込んだ大
掛かりなイリュージョンによって、極楽浄土を
イメージする仕組みがありました。
人々は夕日に包まれ、ありがたいお念仏を唱
えたことでしょう。石鳥居の前の海はいま街
に変わっていますが、現世の私たちもお彼岸
には往時の人 と々同様の体感が出来るという
ことです。
戦火や自然災害で何度も伽藍を失いながら
も、いつの時代も多くの人々が参詣に訪れ、
聖徳太子信仰の殿堂として大阪庶民の心の

年より耐震補強工事に着手、主としてその工
事状況等を中心に㈱鳥羽瀬社寺建築社長稲
岡信義様に園舎をご案内いただきました。耐
震補強工事のために解体したところ、建物の
破損が想像以上であったため、事業期間が
大幅に延び、最終的に平成30年3月までか
かったそうで、大変な現場状況を、明治に完
成した園舎の空間を肌で感じながら、お聞き
することができました。
また、小城製薬株式会社は昭和5年創業、創
立92年を迎える製薬会社です。その本社社
屋は文化財ではないものの、1760年（宝暦
10年）完成の深い歴史を感じる空間でした。
昭和30年から本社社屋として使われ、昭和、
平成、令和と時代を重ね、節目で大改修を繰
り返し、今まさに「令和の大改修」を進めてお
られる真っ最中です。
社長の小城忠明様は、見学会の下見の時に
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Information

建築士会からのお知らせ

本会主催の講習会等では座席の離隔距離
確保等の新型コロナ感染防止対策を行いま
す。受講者におかれましてもマスク着用、手
指のアルコール消毒等のご協力をお願いし
ます。
感染状況によっては延期、中止となる場合が
ありますので、最新情報は本会HPでご確認
ください。本会以外の事業は主催者にお問
い合わせください。

既存建築物耐震診断等の
評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関
する法律」の改正に伴い、建築構造の学識
者や実務者で構成する「建築物耐震評価委
員会」を組織し、平成26年1月より建築物耐
震評価業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物
など、申込者が検討した建築物の耐震診断
及び耐震補強計画について、専門的観点の
もとに審査・審議を行い、妥当であると認め
る申込案件に対して評価書を交付します。
本年6月1日より、広域緊急交通路沿道ブ
ロック塀等耐震化促進事業（補助金）におけ
る耐震評価機関となりました。
スピーディな審査を心掛けておりますのでど
うぞご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等
（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構
造種別は問いません。また、他府県の建
築物も対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和3年度建築士定期講習
3/3、3/10、3/16、3/31　CPD各6単位
2/16、3/30　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定
期講習を受講しなければなりません。本年
度は平成30年度に本講習を受講された方
や、建築士試験に合格された方が対象とな
ります。未受講者は懲戒処分の対象となり
ますので必ず年度内に受講してください。
▼DVD講義
日程・会場・定員
※3/3（木） 大阪府建築健保会館6階 45名
※3/10（木） 大阪府建築健保会館6階 45名
　3/16（水） 大阪府建築健保会館6階 45名
　3/31（木） 大阪YMCA会館2階 100名
時間　9：15～17：00
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法

申込用紙を建築技術教育普及センター
HPからダウンロードしてください。
（平成30年度受講者には、同センターから
直接申込書を郵送しています。）
ご記入後、大阪府建築士会又は大阪府建
築士事務所協会事務局へ持参していただ
くか、簡易書留にて郵送してください。

受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協　　　
　　　　　　　　　会事務局

建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）定員に達し次第、受付を終了します。

▼「WEB動画配信」による建築士定期講習
各自都合のよい時間にWEB動画により受講
いただき、修了考査のみ会場に来ていただく
形式です。
修了考査日程・会場・定員
2/16（水） 大阪府建築士事務所協会
  1日3回各16名
3/30（水） 大阪府建築士会 1日3回各20名
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法
建築技術教育普及センターHPからWEB申込

　https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）定員に達し次第、受付を終了します。

既存住宅状況調査技術者講習
更新講習（DVD講習）
2/15　CPD2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修
了した建築士のみに認められる業務です。
ぜひ本講習で新たな業務の資格を取得して
ください。なお、2018年度に本講習を修了さ
れた方は本年度が有効期限となりますので、
更新講習をご受講ください。
▼更新講習（DVD講習）　
日時　2/15（火）　13：30～16：50
会場　本会会議室
定員　各20名（定員に達し次第締切）
受講料　郵送申込17,600円
　　　　WEB申込17,000円
▼申込
日本建築士会連合会ホームページよりお申
込みください。

令和3年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）

2/18、3/9　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験
豊富なベテラン技術者の講師による解説と
映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術
者の方も受講が可能です。日頃の工事監理
業務に役立ちますので、ぜひご受講ください。
日程　2/18（金）、3/9（水）

時間　8：55～17：00
会場　本会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ　
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/toriku
mi/news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
2021年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法》
2/17　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。
（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあり
ません。）
日時　2/17（木）　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　大阪メトロ「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　本会会員5,000円
　　　　会員外9,000円
テキスト代　7,300円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）
※受講料及びテキスト代金は、事前にお振
込願います。その際振込手数料はご負担
願います。

はじめよう、文化財の活用
2/19

毎回異なる国登録有形文化財を会場に、建
物見学やワークショップ、周辺のまち歩きを
行います。所有者から保存と活用の取組み
事例や課題についてのお話を伺いながら、
活用を通じて文化財を保存する力、いわゆる
「文活BUN・KATSU」を学ぶ講座です。

2/19（第5回）
「水引で愉しむ雛の節句」
日本の伝統の和紙と水引で雛の節句きな
粉包みを作ります。水引の「あわじ梅結び」
と心を贈る折形の包みをご紹介。日本古
来の包み結ぶ文化を愉しんでみませんか。

日時　2/19（土）　13：30～16：30
会場　願得寺（国登録有形文化財）
　　　門真市御堂町8-23
講師　淵本裕子（和のコトデザイン）
定員　24名
受講料　1,500円（定員に達し次第締切）
申込方法　必要事項（名前、住所、メールアド

レス、携帯番号、同伴者の名前）を
heritage@aba-osakafu.or.jpへ
メール又は06-6943-7103へFAX。

後日、参加証のメール等予定。（集合場所な
ど記載）
詳細は「大阪文化財ナビ」に掲載。

クラウドファンディングを活用し、
本会と地域住民がまちづくり活動
を応援します
12/17～2/15

本会では、大阪府内で活動する建築士を含
む団体の活動に対し、平成10年より地域貢
献活動助成を行ってきました。本年度まで
24年間にわたり合計31団体の活動に助成
を実施し、大阪のまちづくり活動の活性化に
貢献しています。
この度、地域のまちづくり活動を地域住民が
応援するという理想の姿を目指し、クラウド
ファンディングによりその資金を集めること
としました。
助成に関する募集とその活動内容の審査は
引き続き本会が行うこととし、本会と地域住
民が協力し、大阪のまちづくり活動を応援し
ていきます。
テーマ　（仮）コロナ禍を乗り越え頑張る大

阪のまちづくりを応援したい
期間　12/17（金）～2/15（火）
目標金額　45万円
支援金額　500円、1,000円、3,000円、
　　　　　10,000円
プラットフォーム　READY FOR
　　　　　　　　（All in・寄付型）
リターン　ご支援頂いた助成活動の年間活

動内容を報告等。詳細はREADY 
FORのHPをご覧ください。

※ご支援頂くに際し、「READY FOR」への
登録が必要です。

　　　　　　　　　　　　

第2弾 ! “ささっと”描けるスケッチ
パース
2/21　CPD2単位（予定）

令和2・3年度建築士試験に合格された皆様
に向けてのお祝い企画です!　さらに…
「もう一度」という声にお応えした第2弾企画!
お施主様との打ち合わせにおいて、“ささっ”
と手際よくスケッチパースが描けたらいい
な…と思われたことはないでしょうか?
今回は、彩色のコツを中心に学びます!
もちろん、初めての方でも大丈夫 !!
日時　2/21（月）　18：00～20：00　
会場　本会東会議室
定員　先着順　限定25名
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　令和2・3年合格者
　　　　会員1,000円　会員外1,500円
講師　藤山　文
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

（公社）大阪府建築士会・大阪弁護士会共催
建築紛争セミナー6（建築相談委員会セミナー）
「建築工事の中断」

2/28　CPD2単位（予定）

本会では建築紛争解決や鑑定に必要な専
門知識をもつ人材の育成に力を注いでいま
す。今回は建築工事が中断した場合の法的・
建築技術的な処理の仕方について、工事の
段階や契約形態などに分類して、弁護士と
建築士の対談方式で検証・議論いたします。
日時　2/28（月）　18：00～20：00
会場　大阪弁護士会館
　　　（大阪市北区西天満1-12-5）
　　　会場・オンライン配信併用（予定）
定員　100名（定員に達し次第締切）
参加費　無料

BIMの有効活用と最新動向
『BIMポータルフォローアップセミナー』

3/11　CPD2単位（予定）

大阪府建築士会賛助会員のグラフィソフト
ジャパン、福井コンピュータアーキテクトに
よるBIMの有効活用と最新動向をテーマと
したセミナーです。本セミナーは2021年9月
に公益財団法人日本建築士会連合会ホーム
ページで公開されておりますBIMポータル
サイトのフォローアップセミナーです。これか
らBIMに取り組まれる、更にBIMの活用を検
討したい等、BIMの有効的な使い方や最新
動向を説明致します。
■セミナー1
『さあ!あなたもBIMで設計する時期（とき）
ですよ!』BIMでのデザイン～図面化を分かり
易く説明致します
グラフィソフトジャパン
■セミナー2
『BIMを活用した建築確認の現状と可能性』
福井コンピュータアーキテクト
日時　3/11（金）　14：00～16：20
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　御堂筋ダイワビル2F
※感染症の状況によっては会場を変更する
場合がございます。

定員　30名（定員になり次第締切）
受講料　会員1,000円　会員外1,500円

聖徳太子千四百年御聖忌に寄せて
『聖徳太子と四天王寺』
第二回 四天王寺の歴史と宝物
講演と見学会
3/15　CPD2単位（予定）

本会では、聖徳太子と四天王寺をテーマにし
た講演会を全三回のシリーズ企画として開
催しています。第二回は、四天王寺の歴史と
四天王寺が所蔵する国宝・重要文化財の解
説に併せ、宝物館や境内をご案内いただき
ます。四天王寺の歴史とともに、信仰のもと
に生まれた多様な宝物をご紹介いたします。

日時　3/15（火）　14：30～16：30
会場　四天王寺　本坊　安養殿
定員　40名　
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
講師　一本崇之　
　　　四天王寺勧学部文化財係主任学芸員

WEB講習会
「都市計画の最新動向と開発許可
制度の運用・活用」
3/18～31　CPD3単位（予定）

都市計画の最新動向に詳しい学識経験者、
開発許可行政担当者と実務に精通するコン
サルタントを招いて、持続可能な新たな都市
計画やまちづくりの方向性を展望するととも
に市街化区域と市街化調整区域における新
たな基準を含む開発許可制度の運用と具体
的な活用に向けた講習会を開催します。
日時　3/18（金）10：00～3/31（木）終日
会場　Microsoft TeamsによるWEB講習会
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

耐震インスペクション委員会オープン勉強会
古民家としての開放性を残しつつ性能を満足する
「垂れ壁を用いた土壁構面の評価!」

3/25　CPD2単位（予定）

大阪産業大学准教授の北守顕久先生より、
自邸（K邸）を古民家改修の形で建てその構
造設計を担当するにあたり、自身が研究とし
て開発してきた要素や伝統工法の耐震性評
価に関する考え方を取り入れ、古民家として
の開放性を残しつつ性能を満足する、興味
あるお話をただきます。
日時　3/25（金）　18：00～19：30
会場　WEB講習
定員　50名（定員に達し次第締切）
費用　会員1,000円　一般2,000円

第1回・第2回大阪府ヘリテージマ
ネージャー・スキルアップ講習
（令和3年度ステップアップ講座兼用）

2/23、3/5　CPD各4単位（予定）

スキルアップ講習とは、ヘリテージマネー
ジャーを主に対象とし、さらなる研鑽によっ
てそのスキルを向上させることを意図した連
続講座です。次年度にわたり全 6 回開催を
予定しています。（全6回受講された方には
修了証を発行予定。）
■第1回スキルアップ講習
日時　2/23（水・祝）　13：00～17：00
会場　大阪市中央公会堂 小集会室
① 「歴史的建造物とまちなみの保存・修復」
講師　後藤治（工学院大学理事長、全国　
　　　　　　   HMN協議会運営委員長）
②「大阪府文化財保存活用大綱及び府内の
文化財保存活用地域計画」

講師　土屋みづほ、神谷悠実
　　　（大阪府教育庁文化財保護課）
■第2回スキルアップ講習
日時　3/5（土）　13：00～17：00
会場　奥野家住宅（桜の庄兵衛ギャラリー）
①「文化財保存活用計画の意義とその実践
－新たな局面に入った文化財保護行政の
動向－」

講師　村上裕道（京都橘大学文学部歴史遺
　　　　　　　 産学科教授）
②「保存活用地域計画と支援団体／保存活
用計画の策定～和歌山県の活動から」

講師　中西重裕
（一級建築士事務所K&Nアーキテクツ
主宰／和歌山県建築士会副会長／全
国HMN協議会運営委員会副委員長）

受講料　建築士会会員・ヘリテージマネー
ジャー（他府県含む）・本年度育成
講座受講生、学生1,000円

　　　　上記以外2,000円（第1回、第2回共）
定員　各40名（申込先着順）

その他のお知らせ

被災建築物の応急危険度判定（養
成）講習会
2/15　CPD3単位

地震等により被災した建築物の余震等によ
る倒壊、部材の落下等から生じる二次災害
を防止するため、被災建築物の応急危険度
判定を行う大阪府被災建築物応急危険度判
定士を養成する講習会です。判定士の資格
をお持ちでない方はぜひ本講習会を修了さ
れ、判定士へのご登録をお願いいたします。
日程　2/15（火）
時間　受付12：30～　講習13：15～17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　40～80名（新型コロナウイルス感染
　　　防止対策のため調整します）
受講資格　大阪府内在住または在勤の一

級建築士、二級建築士、木造建
築士並びに建築基準適合判定
資格者及び特定建築物調査員

※本講習会は応急危険度判定士に登録され
る方を対象としています。

受講料　無料
テキスト代　税込み1,600円（特別価格）
申込・問合　（一財）大阪建築防災センター

企画耐震部
Tel.06-6942-0190

近代建築の幻燈上映会13
2/19

懐かしい明治・大正・昭和の学校建築を見
ながら現在の学校で見られない古き良き時
代を想い出してみたいと思います。
日時　2/19（土）　11:00~
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）

申込　不要（参加自由）
講師　明治建築研究会　代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

我が町「堺」再認識
堺歴史文化景観フォーラム
2/23　CPD3単位（予定）

我が町「堺」には沢山の歴史文化資産があり
ます。資産そのものとあわせてその景観は、
地域の営みに関わる一人ひとりが長い歴史
の中で培われ守り育まれてきたものです。そ
の代表である世界文化遺産百舌鳥古墳群及
び周辺地域と堺環濠都市地域は、古代から
中世、近世、近代そして現代が重なり合う歴
史文化景観として次世代に引き継ぐべきもの
です。そこで、世界文化遺産百舌鳥古墳群及
び周辺地域と堺環濠都市地域について、増
田昇（大阪府立大学名誉教授）、藤田忍（大
阪市立大学名誉教授、（公社）大阪府建築士
会理事）、間宮吉彦（大阪芸術大学教授）、川
上浩（堺ユネスコ協会会長）、4名の専門家
の知見から、市民の「まち」「空間」に対する
意識の醸成と景観形成に向けた「取組の輪
の拡大」と「景観の保全・整備の推進」を探
ります。様々な参加団体の展示・紹介もあり
ます。
日時　2/23（水・祝）　12：00～16：00
場所　フェニーチェ堺大スタジオ
定員　100名（申込先着順）
参加費　無料
申込・問合　堺ユネスコ協会事務局
　　　　　  Tel.072-299-2323
e-mail:671002yn@iris.eonet.ne.jp

我が町「堺」再認識
堺歴史文化景観まち歩き
3/27　CPD3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群について専門家
と歴史文化を学び、風景を発見し、景観写真
を撮影する堺歴史文化景観まち歩きを行い
ます。
日時　3/27（日）　13：00～16：00
集合　13：00  中百舌鳥駅西側駅前広場
　　　（時間厳守）
定員　30名（申込先着順）
参加費　500円（青少年は15名まで無料）
申込期間　1/4（火）～3/11（金）
申込・問合　堺ユネスコ協会事務局
　　　　　  Tel.072-299-2323
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二
年
ぶ
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
二
〇
二
一
年

十
二
月
初
旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
小
康
状
態
の
中
、
上
京
し
て
上
野

公
園
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
六

年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
国
立
西
洋
美

術
館
（
一
九
五
九
年
）
に
所
用
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
現
在
、
二
〇
二
二
年
春
の
再
開
へ
向

け
て
、
本
館
の
空
調
等
の
改
修
と
共
に
、
前

庭
の
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
世
界
遺
産
の
登
録
に
併
せ
て
一
九
九
九

年
に
改
変
さ
れ
て
い
た
前
庭
を
、
創
建
時
の

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
設
計
意
図
を
正
確
に

伝
え
る
た
め
の
復
原
工
事
だ
と
い
う
。
振
り

返
れ
ば
、
一
九
九
七
年
の
前
庭
地
下
の
大
規

模
な
企
画
展
示
館
の
増
築
、
一
九
九
八
年
の

本
館
の
免
震
工
事
、
一
九
九
九
年
の
前
庭
に

植
栽
を
施
す
緑
化
工
事
に
よ
り
、
前
庭
は
大

き
く
そ
の
姿
を
変
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
意
図
し
た
前
庭
の
広

場
の
拡
が
り
と
床
面
に
ラ
ン
ダ
ム
に
刻
ま

れ
て
い
た
目
地
を
、
竣
工
時
の
姿
へ
戻
す
こ

と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
今
回

の
床
目
地
の
復
原
は
、
対
面
に
建
つ
前
川
國

男
の
設
計
を
手
が
け
た
東
京
文
化
会
館
に

と
っ
て
も
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
一
九
五
七
年
五
月
か
ら
、

同
じ
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
門
下
の
坂
倉
準

三
と
吉
阪
隆
正
と
共
に
西
洋
美
術
館
の
実

施
設
計
に
半
ば
手
弁
当
で
協
力
す
る
こ
と

に
な
る
前
川
は
、
そ
の
直
前
の
同
年
一
月

に
、
十
一
名
の
設
計
候
補
者
の
中
か
ら
特

命
で
東
京
文
化
会
館
の
設
計
委
託
を
受
け
、

基
本
設
計
に
取
り
組
み
始
め
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
前
川
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

の
意
図
し
た
西
洋
美
術
館
の
広
場
と
建
築

の
造
形
と
呼
応
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

大
ホ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
の
正
面
に
大
き
な

テ
ラ
ス
を
設
け
、
対
面
の
西
洋
美
術
館
の

前
庭
の
広
場
と
の
連
続
性
を
持
た
せ
た
。

ま
た
、
建
物
全
体
の
特
徴
的
な
外
観
を
形

づ
く
る
大
き
な
庇
の
頂
部
の
高
さ
を
、
西

洋
美
術
館
の
軒
の
高
さ
に
揃
え
て
い
く
。

さ
ら
に
、
ラ
ン
ダ
ム
に
刻
ま
れ
た
前
庭
の

床
目
地
を
、
大
ホ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
の
テ

ラ
ス
ま
で
延
長
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
ホ
ワ
イ

エ
を
取
り
囲
む
ス
チ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
ュ
の

竪
枠
の
位
置
に
も
延
長
す
る
。
そ
し
て
、

大
ホ
ー
ル
の
客
席
と
舞
台
、
小
ホ
ー
ル
の

外
壁
は
、
西
洋
美
術
館
に
倣
い
、
大
理
石

の
砕
石
を
打
込
ん
だ
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
版
で
覆
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
そ
こ
に
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
が
、
坂
倉
か
ら
の
個
人
的
な
要
望
に

応
え
て
、
本
館
と
共
に
西
洋
美
術
館
の
基

本
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
「
不
思
議
の
箱
」

と
名
づ
け
た
実
験
劇
場
と
企
画
・
巡
回
展

パ
ビ
リ
オ
ン
に
よ
る
三
つ
の
建
物
と
広
場

か
ら
構
成
さ
れ
る
群
造
形
の
構
想
を
引
き

継
い
だ
よ
う
な
、
世
界
的
に
も
稀
な
師
匠

と
弟
子
の
協
演
と
呼
べ
る
空
間
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
誕
生
す
る
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
、
管
理
上
の
理
由
か
ら
、
西
洋
美

術
館
の
前
庭
は
長
い
間
柵
で
閉
ざ
さ
れ
、

一
九
九
七
年
の
企
画
展
示
館
増
築
の
際
に

よ
う
や
く
開
放
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
川
が

幕
間
の
交
流
に
と
願
っ
て
設
け
た
大
ホ
ー

ル
・
ホ
ワ
イ
エ
の
テ
ラ
ス
も
、
長
く
閉
鎖

さ
れ
た
ま
ま
で
、
生
前
の
前
川
は
開
放
さ

れ
た
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
前
庭
の
復
元
は
、

六
〇
年
以
上
の
時
を
経
て
、
初
め
て
彼
ら

の
求
め
た
風
景
が
実
現
す
る
歴
史
的
な
意

味
を
持
つ
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
今
回
訪
れ
て
、
何
よ
り
も
驚
い
た

の
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
完
成
し
た
Ｊ

Ｒ
上
野
駅
公
園
口
の
改
札
口
の
移
動
と
駅

舎
の
改
築
に
よ
る
駅
前
広
場
の
激
変
で
あ

る
。
こ
の
周
辺
整
備
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

駅
前
を
南
北
に
横
切
っ
て
い
た
道
路
が
廃

止
さ
れ
て
横
断
歩
道
が
な
く
な
り
、
約
百

ｍ
北
へ
移
動
さ
れ
た
改
札
口
を
出
る
と
、

目
の
前
に
は
、
御
影
石
の
平
板
で
舗
装
さ

れ
た
幅
広
い
歩
道
が
約
四
百
ｍ
先
の
動
物

園
正
門
ま
で
一
直
線
に
伸
び
て
い
る
。
ま

た
、
改
築
さ
れ
た
駅
舎
の
二
階
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
東
京
文

化
会
館
か
ら
西
洋
美
術
館
へ
と
水
平
に
展

開
す
る
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
な
伸
び
や
か
な

光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
駅
前
に
初

め
て
誕
生
し
た
広
場
こ
そ
、
東
京
文
化
会

館
の
計
画
段
階
で
構
想
さ
れ
て
い
た
駅
前

道
路
の
全
面
地
下
化
に
よ
る
広
場
創
出
の

形
を
変
え
た
実
現
に
他
な
ら
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
駅
舎
の
改
築
時

に
無
自
覚
だ
っ
た
の
か
、
二
階
テ
ラ
ス
の

前
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た
無
粋
な
縦
格
子

に
よ
っ
て
視
界
は
遮
ら
れ
、
駅
前
広
場
の

絶
景
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

来
園
者
の
多
い
動
物
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

見
通
し
の
良
さ
を
最
優
先
さ
せ
よ
う
と
整

備
が
進
め
ら
れ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
西

洋
美
術
館
と
東
京
文
化
会
館
の
間
に
生
ま

れ
た
対
話
的
な
空
間
の
つ
な
が
り
も
、
幅

広
い
歩
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
残
念
な
の
は
、
こ
の

改
札
口
か
ら
動
物
園
正
門
へ
と
続
く
幅
広

い
歩
道
の
直
線
化
に
よ
っ
て
、
緑
陰
を
生

ん
で
い
た
多
く
の
樹
木
が
大
量
に
伐
採
さ

れ
、
上
野
公
園
が
持
っ
て
い
た
場
所
ご
と

に
異
な
る
雰
囲
気
の
多
様
性
が
大
き
く
損

な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
幸
い

に
も
、
駅
前
の
整
備
に
伴
う
樹
木
七
本
の

伐
採
だ
け
は
、
あ
る
日
そ
の
こ
と
に
気
が

つ
い
た
一
市
民
の
呼
び
か
け
で
急
き
ょ
結

成
さ
れ
た
「
上
野
公
園
の
樹
を
守
る
会
」

の
迅
速
な
署
名
活
動
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ

て
守
ら
れ
た
と
い
う
。
上
野
公
園
の
再
整

備
に
よ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
は
ど
こ
ま
で

進
む
の
だ
ろ
う
。
誰
の
も
の
で
も
な
い
静

か
な
憩
い
の
公
共
空
間
を
守
り
育
て
る
こ

と
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。
還
暦
を
迎
え

た
音
楽
の
殿
堂
、
東
京
文
化
会
館
は
、
静

か
に
そ
の
行
方
を
見
守
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
余
談
な
が
ら
、
手
元
に
残
る
一

枚
の
写
真
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
、
一

九
九
四
年
秋
、
建
築
評
論
家
の
浜
口
隆
一

（
一
九
一
六
～
九
五
年
）
が
、
編
集
者
の
宮

内
嘉
久
（
一
九
二
六
～
二
〇
〇
九
年
）
と

共
に
、
前
川
事
務
所
の
中
田
準
一
の
案
内

で
、
ホ
ワ
イ
エ
壁
面
の
流
政
之
（
一
九
二

三
～
二
〇
一
八
年
）
の
レ
リ
ー
フ
作
品
に

よ
る
化
粧
直
し
を
終
え
た
東
京
文
化
会
館

を
見
学
し
た
際
の
も
の
だ
。
前
年
か
ら
巻

き
起
こ
っ
た
神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音
楽

堂
（
一
九
五
四
年
）
の
取
り
壊
し
問
題
で

精
力
的
な
発
言
を
重
ね
て
い
た
浜
口
さ
ん

と
宮
内
さ
ん
は
、
し
み
じ
み
と
館
内
を
眺

め
て
い
た
。
そ
の
音
楽
堂
も
、
二
〇
二
一

年
八
月
、
神
奈
川
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。
今
は
た
だ
、
彼
ら
が
見
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
音
楽
堂
の
重
文
化
と

東
京
文
化
会
館
前
の
広
場
完
成
の
歴
史
的

な
意
味
を
噛
み
締
め
て
お
き
た
い
。

小
ホ
ー
ル
へ
の
ス
ロ
ー
プ
で
語
り
合
う
浜
口
隆
一
、

宮
内
嘉
久
、中
田
準
一（
左
か
ら
）
一
九
九
四
年
秋

上
野
駅
改
札
口
前
か
ら
望
む
外
観
現
況

還
暦
を
迎
え
た
音
楽
の
殿
堂
の
今

東
京
文
化
会
館　

一
九
六
一
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
］





箕面川に面したオープンスペース、自然と調和できる開放的な空間を新たに創造　＊1

旧橋本亭で最も特徴的であった対岸から臨む一面のガラス格子建具群を受け継ぎ建物の命と情景を継承　＊2


